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地表UV-Bの全球将来予測シミュレーション
Global simulations of surface UV-B in a changing climate
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新しい地球システムモデル（MIROC-ESM-CHEM)を用いて、1960-2100年にわたる全天・晴天紫外線 (UV) の全球シ
ミュレーションを行った。従来の研究では、オゾン層破壊物質の増減や地球温暖化に伴う成層圏オゾンの長期変化のみ
を考慮して、地表に到達する晴天 UVの長期変化を推測していた。これに対して、MIROC-ESM-CHEMは、対流圏オゾ
ンや、雲・エアロゾル、地球温暖化に伴って変化する海氷や雪面による反射などを合わせて考慮することにより、より
包括的・直接的な全天・晴天 UV の全球長期予測を可能とした。温室効果ガスや対流圏オゾンやエアロゾルの前駆気体
の排出等、将来の人間活動を記述する社会経済シナリオの選択によって、UVの長期変化が大きなインパクトを受けるこ
とが明らかになった。
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